
我
々
は
歴
史
上
か
つ
て

な
い
未
踏
の
領
域
に
足
を

踏
み
入
れ
た
と
い
え
る
。

野
党
共
闘
と
市
民
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
全
国
的

な
規
模
で
た
た
か
っ
た
初

め
て
の
選
挙
戦
だ
っ
た
。

日
本
共
産
党
は
、
野
党

共
闘
の
勝
利
と
党
自

身
の
躍
進
を
勝
ち
と

る
２
つ
の
大
目
標
で

た
た
か
っ
た
。

野
党
と
市
民
の
共

闘
で
は
、
１
人
区
32

選
挙
区
の
全
て
で
統

一
候
補
が
実
現
で
き
、

選
挙
区
で
勝
利
し

11た
。

３
年
前
に
１
人
区
で
野

党
が
勝
っ
た
の
は
岩
手
と

沖
縄
の
２
つ
だ
け
だ
っ
た

の
で
、
今
回
の
初
め
て
の

挑
戦
は
大
き
な
成
功
を
収

め
た
と
言
え
る
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
を

勝
ち
と
る
点
で
は
、
改
選

３
議
席
を
６
議
席
に
倍
増

さ
せ
、
比
例
票
は
大
躍
進

し
た
３
年
前
よ
り

万
票

86

増
え
て
６
０
１
万
票
に
な

っ
た
。

共
産
党
と
組
む
と
票
が

増
え
る
と
証
明

参
院
選
の
教
訓
で
は
第

１
に
、
選
挙
協
力
で
４
野

党
の
比
例
合
計
を
上
回
っ

た
選
挙
区
が

の
う
ち

32

28

あ
っ
た
。

１
＋
１
が
２
で
は
な
く

そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

無
党
派
の
５
～
６
割
の

人
た
ち
が
野
党
統
一
候
補

に
投
票
し
、
与
党
支
持
者

か
ら
も
票
が
入
っ
た
。

共
産
党
と
手
を
組
む
と

無
党
派
の
人
た
ち
が
逃
げ

る
と
言
っ
た
人
が
い
た

が
、
ウ
ソ
だ
っ
た
こ
と
が

事
実
で
証
明
さ
れ
た
。

共
産
党
と
組
む
と
票
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
が
こ

の
選
挙
で
証
明
さ
れ
た
。

も
う
一
つ
面
白
い
の

は
、

の
う
ち

で
投
票

32

26

率
が
伸
び
た
こ
と
。

前
回
投
票
に
行
か
な
か

っ
た
人
が
、
今
回
は
自
分

の
１
票
で
政
治
を
変
え
ら

れ
る
と
い
う
希
望
が
広
が

っ
た
こ
と
だ
。

自
民
重
点
１
人
区
、
２

つ
以
外
全
部
負
け

教
訓
の
２
つ
目
は
、
自

民
党
が
重
点
区
に
設
定
し

た
１
人
区
が

で
、
自
公

11

が
勝
っ
た
の
は
愛
媛
と
熊

本
の
２
つ
だ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
以
外
は
安
倍
首
相

が
入
っ
た
と
こ
ろ
は
全
部

負
け
た
。

安
倍
政
治
の
暴
走
で
矛

盾
が
見
え
や
す
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
全
部
、
野

党
統
一
候
補
が
勝
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
東
北
６
県
は

秋
田
以
外
全
部
勝
っ
た
。

原
発
問
題
の
福
島
は
、

定
数
２
か
ら
１
に
減
り
、

現
職
同
士
の
た
た
か
い
で

法
務
大
臣
に
勝
っ
た
。

沖
縄
は
、
現
職
の
沖
縄

北
方
大
臣
と
新
人
の
伊
波

洋
一
さ
ん
の
た
た
か
い
で

勝
っ
た
。

こ
れ
ら
は
安
倍
暴
走
政

治
に
痛
打
と
な
る
極
め
て

重
要
な
勝
利
だ
っ
た
。

選
挙
戦
を
通
じ
て
新
し

い
連
帯
の
絆
広
が
る

教
訓
の
３
つ
目
は
、
他

の
政
党
と
市
民
運
動
が
力

を
合
わ
せ
て
選
挙
を
や
っ

た
こ
と
か
ら
、
選
挙
戦
を

通
じ
て
新
し
い
連
帯
と
信

頼
の
絆
が
広
が
り
、
多
く

の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
。

特
に
共
産
党
の
誠
実
で

粘
り
強
い
働
き
か
け
に
、

三
重
な
ど
共
産
党
嫌
い
だ

っ
た
候
補
者
が
「
勝
つ
た

め
に
は
共
産
党
の
力
な
し

に
は
で
き
な
い
」
と
「
自

分
自
身
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
」
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

香
川
で
は
民
進
党
の
候

補
者
を
降
ろ
し
て
共
産
党

の
候
補
者
を
統
一
候
補
に

し
た
が
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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モ
リ
ノ
ミ
ク
ス
を
前
に
進
め
る

地
の
生
活
条
件
を
整
備
す
る
、
②
き
の

こ
・
山
菜
等
、
木
材
以
外
の
事
業
の
振

興
を
図
る
、
③
木
材
利
用
拡
大
の
た
め

に
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
材
利
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
所
等

で
の
推
進
を
図
る
、
④
林
業
労
働
者
の

雇
用
と
労
働
条
件
向
上
を
図
る
、
な
ど

で
、
県
担
当
課
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
重
視
し
具
体
化
を
図
る
と
答
弁
し
ま

し
た
。

地
域
の
資
源
と
人
材
を
活
用
し
て
地

域
経
済
の
振
興
を
図
る
モ
リ
ノ
ミ
ク
ス

の
趣
旨
は
、
地
方
自
治
体
の
本
来
の
役

割
に
沿
っ
た
、
理
に
か
な
っ
た
も
の
で

す
。

（
県
議

関

徹
）

☆

月
４
日
（
火
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
、

10
９
月
議
会
産
業
振
興
対
策
特
別
委
員
会

で
、平
成

年
に
県
が
打
ち
出
し
た
「
や

25

ま
が
た
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

モ
リ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
「
森
林
資
源
を

活
用
し
て
、
林
業
と
関
連
産
業
で
経
済

効
果
を
生
み
出
し
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
『
緑
の
循
環
シ
ス

テ
ム
』
を
構
築
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
た
施
策
で
、
全
国
知
事
会
優
秀
施
策

に
選
出
さ
れ
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
施
策
を
発
展
さ
せ
る
立

場
か
ら
い
く
つ
か
提
案
し
ま
し
た
。

①
林
業
・
森
林
保
全
を
担
う
、
中
山
間

10.19戦争法廃止
スタンディング行動
戦争法が強行された１９日に戦争法廃止、

立憲主義回復を掲げてスタンディング行動

を次のように行います。

都合のつく場所にプラカードなどを持って

参加下さい。

市役所前 １７：３０～１８：３０

八文字屋前 １７：３０～１８：３０

パル前 １６：３０～１７：３０

日
本
共
産
党
副
委
員
長
の
市
田
忠
義
参
議
院
議
員
を
迎

え
て
８
日
、
に
こ
ふ
る
３
階
ホ
ー
ル
で
「
市
田
さ
ん
を
囲

む
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
田
氏
は
講
演
の
中
で
「
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
ど
う

見
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

講演する市田副委員長



温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
10月7日入札分

・市道越沢振興通線道路災害復旧工事（越沢地内）（入札3業者）
(株)アツケン 2,850,000円（2,933,000円）工期～12/22（落札率97.2％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月7日入札分

・市営東部住宅３号棟屋根・５号棟外壁屋根改修工事（朝暘町22-32、
23-2）（入札12業者）
(株)佐藤組 33,850,000円（34,930,000円）工期～12/26（落札率96.9％）

10月6日入札分
・平成28年度市営ふじなみ住宅外壁改修工事（藤浪二丁目88番地1）（入
札4業者うち1業者辞退）
(株)五十嵐工務店 1,835,000円（1,880,000円）工期～11/25（落札率97.6％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
10月7日入札分

・市道東岩本七五三掛線道路災害復旧工事（大網地内）（入札4業者）
(株)大栄 2,850,000円（2,939,000円）工期～11/25（落札率97.0％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
10月6日入札分

・市都市公園施設長寿命化対策工事（大山三丁目地内ほか）（入札7業
者）
(株)三浦土建 11,200,000円（11,415,000円）工期～29/2/28（落札率98.1％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月6日入札分

・道道形文下蛾眉橋線歩道設置工事（宝田地内）（入札6業者うち1業
者辞退）
有賀建設(株) 15,280,000円（15,806,000円）工期～29/3/17（落札率96.7％）
・陽光町９号線ほか１路線道路改良工事（陽光町地内）（入札8業者）
小野寺建設(株) 15,980,000円（16,503,000円）工期～29/3/17（落札率96.8％）

鶴
岡
市
は
公
立
保
育

所
の
民
営
化
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
平
成
30

年
４
月
か
ら
藤
島
く
り
く

り
保
育
園
の
指
定
管
理

（
民
営
化
）
が
提
案
さ
れ
、

党
市
議
団
は
反
対
、
他
会

派
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

加
藤
鉱
一
議
員
の
反
対

討
論
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―

国
は
公
立
保
育
所
の
国

庫
負
担
金
制
度
の
一
般
財

源
化
を
平
成

年
に
運
営

16

費
、
平
成

年
に
整
備
費

18

に
つ
い
て
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
市
町
村
は

運
営
費
や
整
備
費
を
必
ず

し
も
保
育
園
に
使
わ
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
、

正
規
職
員
の
保
育
士
か
ら

非
正
規
・
パ
ー
ト
へ
の
置

き
換
え
が
進
み
、
公
立
保

育
園
の
改
修
や
建
設
が
進

ま
ず
、
さ
ら
に
保
育
の
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
に
民
営

化
の
流
れ
が
つ
く
ら
れ
て

き
た
。

今
度
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
法
が

年
度
に
ス
タ

27

ー
ト
し
た
。
保
育
の
体
系

が
複
雑
に
な
り
、
新
制
度

で
は
「
子
ど
も
子
育
て
支

援
給
付
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。

新
制
度
の
も
と
で
は
国

が
保
育
経
費
の
公
定
価
格

を
示
し
、
１
人
当
た
り
の

経
費
を
委
託
費
と
し
て
自

治
体
か
ら
保
育
所
に
支
給

さ
れ
る
。

国
が
積
算
に
用
い
て
い

る
保
育
士
等
の
本
俸
基
準

額
は
、
旧
制
度
の
保
育
単

価
と
比
較
す
れ
ば
、

・
93

１
％
～
１
０
１
・
３
％

で
、

年
前
の
水
準
も
し

15

く
は
そ
れ
以
下
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

さ
ら
に
国
の
基
準
に
入

っ
て
い
る
非
常
勤
職
員
の

積
算
単
価
額
は

年
度
に

27

７
４
０
円
に
減
っ
て
い

る
。
最
低
賃
金
の
全
国
加

重
平
均
額
７
８
０
円
よ
り

安
い
。

し
か
も
、
公
定
価
格
で

は
保
育
士
の
経
験
年
数
に

よ
る
賃
金
の
上
昇
分
は
11

年
で
「
頭
打
ち
」
だ
。

厚
労
省
の
平
成

年
26

「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
」
で
は
、
山
形
県
の
全

産
業
平
均
に
対
し
、
保
育

士
は
２
５
８
万
８
千
円
で

１
１
４
万
３
千
円
も
低

く
、
月
収
で

万
円
も
安

10

い
賃
金
が
実
態
だ
。

こ
う
い
う
保
育
新
制
度

の
問
題
点
を
保
育
実
践
の

現
場
か
ら
率
直
に
批
判
、

具
体
的
な
提
案
と
改
善
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
鶴
岡
市

は
公
的
保
育
を
し
っ
か
り

守
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
。

藤
島
く
り
く
り
保
育
園

は
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
乳
幼
児
を
保
育
し
、

行
政
が
そ
の
保
育
者
た
ち

の
応
援
に
責
任
を
持
つ
施

設
だ
。
民
営
化
は
児
童
福

祉
の
責
任
の
後
退
で
あ
り

賛
成
で
き
な
い
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

香
川
の
民
進
党
関
係
者
か

ら
抵
抗
が
あ
っ
た
。

香
川
の
民
進
党
の
代
表

者
は
、
か
つ
て
民
主
党
の

新
し
い
綱
領
の
検
討
会
事

務
局
長
だ
っ
た
。

彼
は
各
党
の
綱
領
を
読

み
、
「
一
番
現
実
的
で
素

晴
ら
し
い
の
は
共
産
党
の

綱
領
だ
」
と
述
べ
、
抵
抗

す
る
人
達
の
理
解
を
得
る

た
め
に
「
共
産
党
新
綱
領

の
趣
旨
を
確
認
す
る
」
と

し
た
「
協
定
書
」
を
交
わ

し
た
い
と
言
っ
て
き
た
。

彼
は
「
民
進
党
内
の
共

産
党
ア
レ
ル
ギ
ー
を
克
服

す
る
た
め
に
、
共
産
党
綱

領
の
良
さ
を
説
明
し
て
い

る
。
御
党
は
も
っ
と
宣
伝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
努
力
が
足
り
な
い
の

で
は
無
い
か
」
と
ま
で
言

っ
て
い
る
。

党
綱
領
が
現
実
政
治

を
動
か
す

日
本
共
産
党
の
綱
領
が

現
実
政
治
を
動
か
す
偉
大

な
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
た
。

党
綱
領
に
は
、
統
一
戦

線
に
よ
っ
て
政
治
を
変
え

る
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
一
貫
し
た
方
針
に
な

っ
て
い
る
。

統
一
戦
線
で
は
綱
領
に

「
当
面
の
さ
し
せ
ま
っ
た

任
務
に
も
と
づ
く
共
同
と

団
結
は
、
世
界
観
や
歴
史

観
、
宗
教
的
信
条
の
違
い

を
こ
え
て
、
推
進
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

書
い
て
い
る
。

こ
の
違
い
を
理
由
に
大

事
な
当
面
の
課
題
で
共
同

を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
、

こ
の
立
場
で
共
闘
を
ま
と

め
る
た
め
に
頑
張
っ
た
。

今
回
の
参
院
選
で
統
一

戦
線
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
、
未
熟
さ
も
抱

え
て
い
る
が
大
い
な
る
未

来
を
持
っ
て
い
る
。

首
相
が
反
共
攻
撃
…

共
闘
の
正
し
さ
証
明

教
訓
の
４
つ
目
は
、
安

倍
首
相
が
連
日
、
ど
の
場

面
で
も
野
党
共
闘
を
非
難

し
、
反
共
攻
撃
を
行
っ
た

こ
と
だ
。

一
国
の
総
理
が
共
産
党

攻
撃
を
こ
れ
ほ
ど
行
っ
た

こ
と
は
か
つ
て
な
い
。

そ
れ
は
野
党
共
闘
を
絶

対
成
功
さ
せ
て
な
ら
な
い

と
い
う
支
配
勢
力
の
危
機

感
の
表
れ
だ
。

逆
に
言
え
ば
、
野
党
共

闘
の
方
針
の
正
し
さ
を
証

明
し
た
こ
と
に
な
る
。

共
産
党
は
反
共
攻
撃
に

断
固
た
る
た
た
か
い
を
行

っ
た
。

野
合
批
判
に
は
、
「
立

憲
主
義
は
国
民
的
大
義
で

あ
り
、
自
公
こ
そ
何
の
大

義
も
な
く
野
合
し
て
い

る
」。自

衛
隊
問
題
で
は
、
党

綱
領
で
「
海
外
派
兵
立
法

を
や
め
、
軍
縮
の
措
置
を

と
る
。
安
保
条
約
廃
棄
後

の
ア
ジ
ア
情
勢
の
新
し
い

展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国

民
の
合
意
で
の
憲
法
第
九

条
の
完
全
実
施
（
自
衛
隊

の
解
消
）
に
向
か
っ
て
の

前
進
を
は
か
る
。
」
に
も

と
づ
い
て
断
固
た
る
反
撃

を
し
た
。

「
憲
法
解
釈
を
変
え
て
、

自
衛
隊
を
海
外
の
戦
争
に

派
兵
す
る
こ
と
を
許
し
て

い
い
の
か
ど
う
か
、
こ
れ

が
今
問
わ
れ
て
い
る
」

「
災
害
救
援
で
頑
張
っ

て
い
る
自
衛
隊
員
の
命
を

一
番
軽
ん
じ
て
い
る
の
は

安
倍
政
権
だ
」
と
反
撃
し

た
、
と
語
り
ま
し
た
。


